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10 月 27 日（水）、東京・千代田区の「ベルサール神保町」において、第 4回ＰＲＳＪ特別シン

ポジウム「多様性社会を担うＰＲプロフェッショナルの役割とキャリア像」を開催しました。 

ＰＲＳＪ特別シンポジウムは、広報・ＰＲ

にとってタイムリーかつ話題性のあるテーマ

のもとに、有識者や実務専門家、企業マネー

ジャーを招き、講演やパネルディスカッショ

ン等を通じてそのテーマの背景にある課題や

本質を探るセミナーです。今回のシンポジウ

ムでは、多様化の進む現代社会において、次

代を担うＰＲプロフェッショナルが身につけ

るべきスキルやキャリア、人間力、そして働

き方について、基調講演とパネルディスカッ

ションが行われました。 

 第1部の基調講演では、日経ＢＰ社執行役員

の麓 幸子氏が登壇、女性キャリア誌の編集者として培った豊富な知見や出版社の経営の一翼を

担うマネージメント経験に基づき、“多様性”社会の特徴や企業と社会のかかわり、ビジネスパ

ーソンのキャリア形成の視点等について、お話しいただきました。 

 第2部のパネルディスカッションでは、パネリストとして、企業、ＰＲエージェンシー、ＰＲ実

務家の立場から、ＭＳＤ株式会社 執行役員 広報部門統括の山下節子氏、株式会社博報堂ケトル 

代表取締役社長 嶋 浩一郎氏、株式会社グローコム 代表でコミュニケーションストラテジスト

の岡本純子氏にご登壇いただき、基調講演を行った麓 幸子氏をモデレーターとして、活発な意

見がかわされました。まず3人のパネリストから自身の仕事とキャリア形成を振返る自己紹介が述

べられ、その後、モデレーターの麓氏からの質問に答える形で、多様性社会をどうとらえるのか、

ＰＲにかかわる人々の役割やキャリア形成に関するコメントが1時間余りにわたって行われてい

ます。麓氏の巧みなリードのもとに、立場の異なる3名のパネリストの見解が余すところなく示さ

れました。 

 進行とともに会場は聴講者の熱気に包まれ、最後に会場からの質問に答える質疑応答が行われ

ました。聴講者の真剣な質問に登壇の 4 名は的確にコメント、予定の終了時刻を過ぎた午後 9 時

にようやく本シンポジウムは終了しました。司会者の閉会宣言にもかかわらず登壇者と聴講者の

名刺交換など交流が続き、名残惜しさに包まれるこの日のシンポジムとなりました。 

  

 
「第４回特別シンポジウム」を 10 月27 日に開催 

～「多様性社会を担うＰＲプロフェッショナルの役割とキャリア像」～ 

広報ＰＲアカデミー2016 

教  育  委  員  会

麓 幸子氏 山下節子氏 嶋浩一郎氏 (左)と岡本純子氏 (右) 

 ●活動報告
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今年 7 月に実施された第 18 回ＰＲプランナー資格検定 3 次試験の合格者 86 名のうち 81 名が、

9月に行われた書類審査を経て、ＰＲプランナーの資格を取得されました。 

ここに、長期間にわたるご奮闘に敬意と祝意を表してご氏名を公表させていただきますととも

に、今後のさらなるご研鑽とご活躍を期待いたします。 

 
 

2016 年度前期（第 18 回） PRSJ 認定ＰＲプランナー 
（50 音順／敬称略） 

◇個人名、所属団体・企業名で掲載了承をいただきました方 

 

池田 愛之   ((株)電通パブリックリレーションズ) 

稲葉 俊介   ((株)えがお) 

浦賀 真太郎 ((株)井之上パブリックリレーションズ) 

江藤 芳     ((株)ゼンリン) 

小原 大介   (ＮＴＴレゾナント(株)) 

神吉 佑貴   (奈良アクア・ラボ(株)) 

小島 みどり (三浦印刷(株)) 

小長谷 一樹 ((株)日本ハウスホールディングス) 

小林 夏美    

小原 正之   (学校法人東京理科大学) 

清水 友紀   (アライドアーキテクツ(株)) 

白石 キクエ ((株)富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ) 

新海 桃子   ((株)コックス) 

鈴木 隆仁   ((株)サニーサイドアップ) 

高橋 勇一郎 ((株)ＰＨＰ研究所) 

高松 幹夫   ((株)サイバー・コミュニケーションズ) 

田口 龍     ((株)電通パブリックリレーションズ) 

竹村 亘弘   ((株)ＪＲ西日本コミュニケーションズ) 

田中 純子   ((株)エイレックス) 

鶴 祐子     ((株)構造計画研究所) 

中里 慶昭   ((株)電通) 

永嶌 幸平   (コカ・コーラウエスト(株)) 

原内 理恵   ((株)ビザビ) 

樋田 哲也   (コカ・コーラウエスト(株)) 

福冨 全代   (パナソニック(株) エコソリューションズ社) 

前川 剛     (西日本高速道路(株)) 

桝井 菜々子 (ＭＭＳコミュニケーションズ(株)) 

松本 矩宜   ((株)プレナス) 

三浦 僚     ((株)電通九州) 

村上 美里   (フラワー・ロボティクス(株)) 

 

81 名の 2016 年度前期(第 18 回)ＰＲプランナー誕生 

ＰＲプランナーは、2,100 名に！ 

ＰＲプランナー資格認定制度 

資 格  委  員  会 

 ●活動報告
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森竹 佑真   (共同ピーアール(株)) 

山本 智     ((株)クロス・マーケティンググループ) 

山本 真梨子 (青山商事(株)) 

吉原 尊樹   (医療法人社団美心会 黒沢病院) 

米澤 孝浩   (エイベックス・デジタル(株)) 

脇 瑠海     (テンプホールディングス(株)) 

 

◇個人名、所属団体・企業種別で掲載了承をいただきました方 

 

浅野 舞     (ＰＲ関連会社)  

浅葉 彩     (一般企業(その他の部署)) 

梅澤 文     (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

延命 紀子   (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

北村 武男   (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

Roselle Kingsbury (ＰＲ関連会社) 

塩津 孝博   (ＰＲ関連会社) 

主代 さや   (ＰＲ関連会社) 

人見 能貴   (一般企業(その他の部署)) 

福岡 智亜紀 (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

宮川 歩     (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

本井 啓貴   (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

諸星 和義   (その他) 

横倉 典     (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

吉永 明洋   (一般企業(広報・ＰＲ関連部署)) 

 

◇所属団体・企業名で掲載了承をいただきました方 

 

曙ブレーキ工業(株)      …女性 1名 

(株)ＮＴＴデータ    …女性 2名 

コカ・コーラウエスト(株)…女性 1名 

サンワテクノス(株)      …女性 1名 

(株)資生堂        …女性 1名 

資生堂ジャパン(株)     …女性 1名 

積水化学工業(株)       …女性 1名 

日本電気(株)        …女性 1名 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 …女性 1名 

ヘラマンタイトン(株)    …男性 1名 

 

◇所属団体・企業種別で掲載了承をいただきました方 

 

ＰＲ関連会社        …女性 1名 

一般企業(広報・ＰＲ関連部署)…男性 2名、女性 9名 

一般企業（その他の部署）  …男性 1名 

 

※上記ＰＲプランナーの皆様には、事前に掲載の承諾を得ております。 

 

 

 ●活動報告
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企業部会では、企業施設によるコーポレートコミュニケーションを体感していただき、企業の

広報活動（機能、組織、運営体制など）の実際を学ぶことを目的に「広報活動研究会」を開催し

ています。 

 

第 16 回の「広報活動研究会」は、「みどりと歴史に抱かれた国際色豊かな複合市街地」を目指

し、西武グループでは初めてとなる大型複合開発として、本年 7月 27 日にグランドオープンいた

しました『東京ガーデンテラス紀尾井町』を皆様に見学していただきました。 

 

当日は、32 名のご参加をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●活動報告

 

第 16 回「広報活動研究会」（2016 年 10 月 11 日）開催報告 

『東京ガーデンテラス紀尾井町』見学 

企 業 部 会

会 員 限 定 
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第 177 回（9月度）は 9月 28 日（水）ＡＰ秋葉原で開催しました。 

 

講師は BuzzFeed Japan㈱ 創刊編集長 古田大輔氏。テーマは「“読者目線”に徹する『BuzzFeed 

Japan』の新展開～目指すは「世の中へのポジティブなインパクト」～」でした。 

 

参加者は 54 名です。 

 

 

 

 

 

 

 

第１７７回定例研究会 
 

〝読者目線〟に徹する『BuzzFeed Japan』の新展開 
～目指すは「世の中へのポジティブなインパクト」～ 

 

                     講師： BuzzFeed Japan 株式会社   

創刊編集長   

古田大輔氏  

会 員 限 定 



- 16 - 

 
 

 

ＰＲプランナー仲間が、2,000 名を超えて思う事 
 

 

 

シクロマーケティング株式会社 

花田謙一 
 

 

はじめまして。シクロマーケティング株式会社の花田謙一と申します。 

 

自身、ＰＲの仕事を体系的に整理したいと思っていたところに「ＰＲプランナー資格」の存在

を知り、2009 年に取得しました。試験勉強の過程でＰＲの奥深さをあらためて知り、自分の仕事

が「パブリックリレーションズ」の中のほんの小さな一部分なんだと感じた事を思い出します。 

 

現在は日々ＰＲエージェンシー業務をこなしつつ、プランナー資格保持者で組織する「ＰＲプ

ランナー部会」に所属させて頂き、微力ながらお手伝いさせて頂いています。 

 

嬉しいことに今年は仲間が 2,000 名を超えました。 

 

この部会では保持者の皆さんが「取得してよかった！」と思えるよう、プランナー有志の約 20

名が幹事となって「認知向上」や「メリット」などをテーマに分科会形式で活動しています。 

私はその中で「交流会分科会」を担当させて頂き、「交流会」や「朝活」などプランナー同士の

交流促進をテーマに企画・運営に携わらせて頂いています。昨年はＮＴＴドコモの施設見学を兼

ねた交流会、今年はＪＡＬへの施設見学と交流会、直近では朝日新聞社での施設見学と交流会が

まもなく実施される予定で、毎回 60 名ほどの方々が交流を深めていらっしゃいます。 

また夜に時間が取れない方のために朝 8 時スタートの交流会「朝活」も実施していて、少しで

も多くのプランナーが交流を図れるよう活動しています。 

その参加者の声や後日のアンケート結果を見ると、「ＰＲ仲間のネットワークを広げたい」とい

う声が多いと感じています。 

まだまだ広報部門に多くの人材を確保できる企業は少なくて、「一人広報」で日常の広報・ＰＲ

業務に相談する相手が居ないなど、孤軍奮闘されている方々も多いようです。そんなプランナー

仲間に今後もネットワークを広げて頂けるよう有意義な企画を作って行ければと思っています。 

  

将来、交流会を通じて作られたネットワークで何か新しい価値あるＰＲが生まれるかもしれま

せん。その時、「あの交流会で知り合ったんだよ」と言って頂けるように頑張って行きたいですね。 

  

そしていつか、全国 2,000 名を超えるＰＲプランナーの皆さんで一斉にひとつのテーマをＰＲ

することができるようになると面白いな、、なんて妄想する今日この頃です。 
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「もったいない」 
 

 

エンタテインメント業界 

福地聖佳 

 

 
こんにちは。エンタテインメント業界で広報を担当している、福地聖佳と申します。 

「もったいない」 

これが、私のＰＲ業務における、一つのキーワードとなっています。 

 

一昔前のように、「良いものを作れば売れる」という時代ではなくなってきました。情報があふ

れ、趣味趣向が多様化している昨今。「知ってもらう」ということがどれだけ大切で、それがどれ

だけ困難なものか。 

 

つまり、「知られていないけれど、素晴らしいもの」が、この世の中には無数とある。そんな商

材と出会い、ＰＲを担当することになると、胸がわくわくするのです。「こんなに素晴らしいもの

があったなんて。“もったいない”」って。誰にメッセージを届ける？どんなコミュニケーション

をする？どう魅せる？もっともっと知ってもらいたい、手に取ってもらいたい！ 

 

 ＰＲは、「0(ゼロ)を 1(イチ)に」する仕事ではなく、「1（イチ）を 100（ヒャク）に」する仕事

だと私は考えています。だから、「産む」というよりは「育てる」仕事。あらゆる商材は、「ＰＲ」

の仕方次第で、何百倍にもその魅力を増して伝えることができる。その商材がもつ、本来の魅力

を引き出し、世間にマッチするように断面を丁寧に切り取り、ベストタイミングで発信していく。

クリエイターのように、奇抜で面白いアイデアを提案することが苦手な私にとって、物事の素晴

らしい点を見つけてそれを膨らましてゆく「1 を 100 に」するＰＲという仕事は、まさに天職だ

と思っています。 

 

しかしながら、ＰＲという仕事については、日本の社会全体において認知や理解が進んでいな

いと感じます。「費用対効果はどうなの？」「ＰＲと広告・宣伝って違うの？」よく聞かれる言葉

です。 

 

「ＰＲプランナー」という資格は、そういった世の中に、「ＰＲ」という仕事の素晴らしさや役

割を伝えていく、それこそ「ＰＲのＰＲ」だと思っています。また、「ＰＲプランナー」資格取得

者の皆さんとの交流は、非常に刺激的です。先述の通り、「0 を 1」にすることが苦手な私にとっ

ては、「引き出し」勝負なのです。様々な業界で活躍されている「ＰＲプランナー」の皆さんのＰ

Ｒテクニックをお伺いする機会は、この上ない勉強の場。また、ＰＲに関するあらゆる悩み相談・

共有できる点も魅力です。 

 

自分の職種を、「資格」として認定していただける制度があることを、私はとても心強く思って

います。同じ志を抱く「ＰＲプランナー」の皆さんから刺激を受けながら、「もったいない」をな

くしていく。ＰＲには、わくわくする可能性しかありません。 

 

 ●Voice of PR Planner 
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＜コラム関西の風＞ 

 

日本最古の巡礼所 33 寺院、 

毎日 1 杯のコーヒーを我慢してＰＲスタート！ 
 

 

㈱ＴＭオフィス 代表取締役 

殿村美樹 
 
 

 関西でＰＲ業を営んで 28 年。形のないものにお金を払わない土地柄だけに、常にＰＲを知らな

い人たちを相手に仕事を重ねてきました。その甲斐あって畳業界や文化団体など、広告しか知ら

なかった業界の人たちが少しずつＰＲの醍醐味に気づき始めています。 

  

そんな中で今年、日本最古の巡礼所 33 寺院で構成する「西国三十三

所」が史上初めて、マーケティングＰＲにトライすることになりまし

た。 

2 年後の 2018 年に草創 1300 年を迎えるため、これを機に「巡礼とい

えば四国八十八か所よね」と言われてしまう現在の風潮を一転させ、

日本最古の巡礼路として名誉挽回をはかることにしたのです。そして、

「餅は餅屋に」と光栄にも弊社に白羽の矢を立ててくださいました。

しかし弊社はＰＲ会社なのでフィーが必要になります。まずは、それ

が問題になりました。 

というのは「西国三十三所」を構成する寺院は、京都の清水寺、華

道発祥の六角堂、秀吉大茶会の醍醐寺など、放っておいてもマスコミ

が押しかけてくる名刹ばかりで、ＰＲにお金をかけるなど考えたこと

も無かったからです。 

  

そんな中で浮上したのが、各寺院の皆さまが毎日楽しみにしている

コーヒーを 1杯だけ我慢していただく案でした。昔ながらの喫茶店で

おいしいコーヒーを飲む回数を 1回減らして、そのコーヒー代でＰＲ 

費用を捻出するというアイデアです。「コーヒー1杯分だけ、心をこめ

てお願いします」というメッセージでもありました。 

このお話を聞いたとき、ビジネス的には「かなり辛いな」と冷や汗が出ましたが、それより寺

院さんたちのメッセージに感動したので一緒に頑張ることにしました。コーヒー1杯という負担

にならない心遣いとともに、信頼いただいている気持ちが伝わってきます。また「西国三十三所」

のために仕事をすれば、お金の代わりに極楽浄土がついてくるかもしれません。だとしたら、人

生最高の仕事ともいえます。 

 

こうして今年から「西国三十三所草創 1300 年記念事業」がスタートしました。とはいえ博覧会

のような予算はなく派手な演出はできません。「今あるもの」をいかに活用するかが焦点になりま

す。 

西国三十三所 

草創 1300 年記念事業 
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そこで寺につきものの甘い菓子

を食べ歩く「スイーツ巡礼」を始め

ることにしました。現在、高齢化し

ている巡礼者の年齢を下げ、女性や

子供たちにも巡礼文化を広めるこ

とが狙いです。この企画は多くの賛

同を得て大手菓子メーカーのコラ

ボレーションはもちろん、今では旅

行社のツアーに導入されたり、各寺

院でスイーツイベントが開催され

たりして、少しずつですが動き出し

ています。 

  

 

同時に各寺院では、シーズンごとに秘仏や宝物を公開す

る「特別拝観」や、毎月特定の寺院で特別なご朱印がもら

える「月参り巡礼」もスタートしました。おかげさまで徐々

に巡礼者が増えており、若い女性や子供の姿も見かけるよ

うになりました。来年はさらなる展開を仕掛けて、社会的

な注目を集めていきたいと思っています。 

 

 

 

 

ぜひ皆さまもこの機会に、関西の名刹を巡って秘仏や宝物を堪能してください。ご利益たっぷ

りの甘～い“お寺スイーツ”とともにお待ちしています。 

 

 

※詳しくは特設サイト「西国三十三所草創 1300 年 今こそ慈悲の心を」をご参照下さい。 

 

http://www.saikoku33-1300years.jp/ 

 
 
 
 
 

「西国三十三所草創 1300 年記念事業」の始まりを告げる「開白」

 ●ＰＲトレンド（関西）

お寺スイーツ 

スイーツ巡礼 スイーツ巡礼に賑わう寺院
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『「兆し」をとらえる  報道プロデューサーの先読み力』 
 

野口雄史 著 （株）ＫＡＤＯＫＡＷＡ  800 円(＋税) 
 

テレビは広報にとっては魅力的なメディアである。広報パーソンなら

ご承知だが、その取材対応にはかなりの手間と時間を要する。事前の社

内調整やディレクターとの折衝、画になる素材の選定、取材当日の立ち

合いまで広報担当は相当のエネルギーと忍耐が要求される。 

一方、制作側はそれ以上の手間と時間、コストをかけて、番組を制作

する。ニュースのために数人のスタッフが現場へ急行し、映像を収録し、

そして、関係者のコメントを拾い、編集し数十秒にまとめ上げる。まし

てや、1時間近いドキュメンタリーともなると、一本のために、数週間、

あるいは数か月、長いものでは年の単位の時間をかける。対応する企業

広報もたいへんだが、制作側の努力と忍耐は想像しがたい。 

本書『「兆し」をとらえる～報道プロデューサーの先読み力』は、経済

ドキュメンタリー番組の裏側を明かす貴重な資料である。著者は、経済

ドキュメンタリー番組として評価の高いテレビ東京「ガイアの夜明け」を長年にわたり担当して

きたプロデューサー野口雄史氏。 

ドキュメンタリー制作の内幕を明かすその内容は、広報にかかわる人々には興味深い。著者は

営業部門を経て、国会担当記者を経験しながら『ガイアの夜明け』の立ち上げに参画、その後、

チーフプロデューサー等として 10 年以上にわたり制作に携わったプロフェッショナルである。 

ドキュメンタリー制作は、長期間を要する。数か月から内容によっては数年がかりでまとめる

という。事実の流れの中で当初に想定した通りの結果にならないことも多く、取材をはじめる時

点では結末は想像できないという。それなのに、どのような考えのもとに取材を始めるのか？ 

著者は語る。その制作は、〝面白くなりそう〟〝世の中に伝えるべき〟との〝兆し〟あるいは

〝可能性〟を信じることから始まる。長期にわたる取材のなかで、だれもが予想もしなかった展

開となりボツになるケースも、年に数例はあるという。 

結果のみえないまま制作を進めるため、取材を嫌がられたり拒否されるケースも少なくない。

そんな時、著者は「生の姿を撮影していきたい、このようなメッセージを番組として表現してい

きたい」との趣旨と熱意で相手を説得する。そして暗中模索から思わぬ運びとなり、取材を受け

る側もする側も驚く展開となり、生々しい事実で構成し、放映にこぎつける。時には感動的なエ

ンディングとして結実する。そこに人間ドラマを追うドキュメンタリーの醍醐味がある。 

例をあげると、ある主婦が家庭の事情から仕事を探すプロセスに密着し、ユニバーサルスタジ

オジャパンにパートで採用されるまでの経緯を描いたケース。数年後、その主婦は仕事ぶりを認

められ、番組を視たレストランチェーンの正社員にスカウトされたという。また、清浄な水を求

めるバングラディッシュの人々の要望に応え現地に浄化設備を設置しようという取組みを進める

ある社長。自社における不祥事の発生を秘めたまま現地に旅立ち取材に応じた。放映後、現地の

人々が喜ぶ姿を見た視聴者からの手紙に、社長が密かに号泣するという余話も語られる。予想も

しなかった感動的な展開が、さまざまな制作事例における数々のエピソードとして紹介される。 

 企業は、ストレート・ニュースや報道番組の特集などで、テレビ取材を申し込まれることが多

い。広報は、自社にとって広報効果あるいはメリットが期待できるか、リソースは確保できるか、

といった検討で対応の可否を判断する。だが、ドキュメンタリーへの対応は、そのような判断方

法は適切ではないようだ。当面の自社の利益に束縛されることではなく、その社会的な意義や価

値に対する理解や配慮が求められることになる。公共性を尊重するとともに、企業を超えた社会

的かつ人間的な視点を持つべき広報のプロフェッショナルにとって、本書はドキュメンタリーの

本質を〝とらえる〟貴重な一冊である。                  
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●10 月 1 日（土）  『月刊広報会議』11 月号 

『月刊広報会議』11 月号における当協会の連載コラムに、10 月号に引き続いて「2016 年度Ｐ

Ｒアワードグランプリ」についての解説が掲載されました。 

今月号では、今年度より大きく変わった審査・表彰の枠組み、新たな審査体制が委員の氏名と

ともに紹介されています。また、審査委員長に選出された嶋浩一郎氏（博報堂ケトル 代表取締役

社長）による審査基準に関するコメントが紹介され、ＰＲに取り組む各種機関に対し積極的なエ

ントリーが呼びかけられています。 

     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●協会掲載記事

ＰＲＳＪ ｉｎ Ｍｅｄｉａ 

編集担当より 
会員のみなさんの情報をお寄せください！！ 

本誌では会員の動向・消息や、会員から会員へのお知らせなどを積極的に掲載いたします。
ビジネスに直結する情報に限らず、会員交流に関するものでも結構ですので是非ご一報くだ
さい。 



   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集担当より
 

 
本誌の内容に関するご意見・ご希望をお寄せください。 
中身の濃い会員誌に育てていきたいと思いますので、 
よろしくお願い致します。 

 

広報委員会  
 Ｅメール  mail@prsj.or.jp 

ＦＡＸ      03－5413-2147 

 
※ 禁転載 


